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　いま日本の労働者の４人に１人は、自分の
会社をブラックではないかと思っているとの
データがある。会社自体は潤っていても、「不
透明な将来への備え」を理由に、人件費への
還元を躊躇する会社が少なくない。賃上げは
しないまでも、労働時間に見合う対価を支払
わない（＝サービス残業）ということは、不
正を行っているに等しい。
　マネジメント論の大家ピーター・ドラッカ
ーは、「企業のほんとうの資産はひとつしか
ない。人である」「わかっていて悪をなすな」
と述べた。経営者のみならず、組織を束ねる
立場にある者は、襟を正してこの言葉をかみ
しめなければならない。
　パワハラやマタハラといった表現に加えて
昨今では、ジタハラなども耳にするようにな
った。時短ハラスメントの略称で、「残業は
するな」「定時に帰れ」と、時短を促す上司
の言動を指す。時短を促すこと自体はよいの
だが、ただの掛け声にすぎず、長時間勤務を
是正する具体的な対策はとろうとしない。
　①なぜこんなに残業時間が長いのか、②ど
うすれば削減できるかなど、問題解決に向け
て真摯な対応をとることが管理職の責務なの
である。先に引用したドラッカーはマネジャ
ーに求められる唯一の資質として「真摯であ
ること」（integrity of character）をあげた。
　上層部からは時短を命じられ、しかし業務
量は多く人は少なく、頭を抱えることが多い
のはどこの職場も同じこと。そこで口先だけ
のジタハラに逃げるか、部下と真摯に話し合
って改善策を講じるか。部門管理者の器量が
問われるのはそういう場面なのだということ
を、よく肝に銘じておこう。

　見出しに掲げた言葉を、最近いくつかのク
ライアント会社で聞いた。労働基準監督署の
係官が予告なしにやってきて、労働時間に関
する聞き取り調査をするというのだ。職場の
管理職だけでなく、一般の社員にまで根掘り
葉掘り質問を行う。労基署の監督官にはその
権限があるのだ。
　ついでながら「労基署がやってきた！」は
昨年刊行された新書のタイトルでもある。オ
ビのキャッチは「その残業、見られています」。
伝説の女性署長と呼ばれた元監督官が企業調
査の方法から送検に至る舞台裏を克明に記し
た本で、私も一読、啓発されるところが多か
った。
　労基署の立ち入り調査には、任意に相手企
業を選んで行う「定期監督」と、従業員の通
報を受けて行う「申告監督」とがある。前者
はランダム調査だが、一定の基準に沿って対
象を決めているようだ。

◦過去数年間に労基署から是正勧告を受け
たことがある会社

◦就業規則や三六協定などを労基署に届け
出ていない会社

◦三六協定において協定した時間が労災認
定基準を超えている会社

　業種についても、一般に労働時間が長いと
される小売・サービス業や運送業、労働安全
衛生法違反の事例が散見される建設業や製造
業に、比較的多く調査が入る。
　私のあるクライアント会社では、パソコン
のログデータやメールの送受信の履歴を調べ、
一般社員にもかなり突っ込んだ質問をしてい
たというから、これは「申告監督」だったの
だろう。

「労基署がやってきた！」

ジタハラではなく真摯な対応を

総務課職員も裏方は当然のことながら、この本
番までの合唱団の成長や団員の気持ちを肌で
感じようと入団し、「第九」に挑戦しました。
　５月から週に一回の練習が始まりました。
楽譜の歌詞はドイツ語で、カタカナのルビが
振ってありますが、読み方も意味もわからず
難解至極です。指導の先生はともに声楽家の
ご夫妻です。120 人のうち 100 人は「第九」
未経験でしたが、そんな合唱団を先生はやさ
しく、一から教えてくださいました。あっと
いう間に６か月が過ぎ、20 回の練習を積み
重ね、合唱団は本番の日を迎えました。
　「第九」は４楽章から成ります。時間は 74
分ほど。合唱するのは第４楽章『歓喜の歌』
です。合唱団は舞台袖で出番を待ちました。

いよいよ第３楽章の前で舞台に並びます。打ち合
わせしたとおり全員左手で楽譜を持ち、蝶ネクタ
イ姿の男性と、ロングスカート姿の女性が、６段
のひな壇を埋め尽くしました。それまでオーケ
ストラを指揮していた指揮者は、歌が始まる寸前、
合唱団に鋭い眼差しと指揮棒を向けます。 いざ

「歓喜だ！」と合唱団は高らかに歌い上げました。
半年に及ぶ練習の成果をオーケストラも合唱団も
発揮しました。会場からは割れんばかりの拍手で
す。指揮者の目が赤くなっていました。私たち合
唱団も胸が熱くなりました。
　この演奏会を企画、参加できたことは、総務課
職員の一生の宝物となりました。素人の合唱団を
辛抱強く指導してくださった先生と、最後まで奮
い立たせてくれたオーケストラの主宰でもある
指揮者の先生に、感謝の気持ちでいっぱいです。
３万６千人ほどの小さな市にオーケストラがあ
り、「第九」を
歌 え た こ と は

「 歓 喜 の 極 み 」
でした。これか
らもさらにこの
町で音楽の喜び
が広がっていく
ことを期待して
います。

　鹿児島県南九州市は、薩摩半島の南部に位置す
る面積 357.91㎢の市です。平成 19 年に旧頴
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町が合併しました。特産品であ
るお茶はそれまで旧３町が切磋琢磨して品質向上に
取り組んできましたが、平成 29 年４月に「知覧茶」
として銘柄統一し、市町村単位では生産量日本一
となっています。
　平成 29 年 12 月３日に市制施行 10 周年記念式典
を開催しました。第一部では市勢発展に寄与した
34人の市民表彰や 10 周年記念図画・作文・フォト
コンクールの表彰式を行いました。また、記念ＤＶ
Ｄも制作、上映し、名誉市民でノーベル物理学賞受
賞者の赤﨑勇・名城大学終身教授から南九州市の
子どもたちへ「夢を持ち、失敗を恐れず、好奇心
を大切にしよう」とメッセージをいただきました。
　この式典で最も大きなイベントは、第二部の

「市民第九演奏会」です。南九州市には「川辺フィ
ルハーモニー管弦楽団」というフルオーケストラ
が存在し、結成 25 周年を迎えようとしています。
そのオーケストラの演奏に乗せて、市民から募集
した合唱団がベートーベンの「交響曲第９番ニ短
調」いわゆる「第九」を披露しようという企画で
す。平成 28 年 10 月に、式典を担当する市役所総
務課職員とオーケストラの主宰者とで協議を始め、
平成 29 年３月から合唱団を募集。その結果、120
人の老若男女が集まりました。最高齢は 82 歳です。
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南九州市10周年
「市民第九演奏会」で歓喜の歌声

鹿児島県南九州市　総務課

市民合唱団と市民オーケストラ


